
別紙４

１　事業者の概要

法人名
代表者名

市内の
主たる住所

２　計画期間

３　計画年度における温室効果ガスの排出の状況

12 t-CO2 12 t-CO2

0 t-CO2 0.0 ％

％

４　計画年度における温室効果ガスの排出の状況に関する説明

５　温室効果ガスの排出の抑制等を図るために実施した措置の内容【計画書記載事項】

対象年度 実施状況

令和2年度 実施済

令和3年度 着手済

令和3年度 実施済

令和４年度 実施済

　

７　その他、計画期間に実施した地球温暖化対策の推進に寄与する取組等

６　計画内容の進捗状況に関する説明

当初計画していた事業は概ね実施することができた。
デマンドシステムは機械を購入したものの、取り付けができる事業者がなく、現在探している。
今後は、エネルギーマネジメントシステムを導入し、より効率的なエネルギー利用を進めて行きたい。

副代表幹事である町田・相模原経済同友会で電気に関する講演等を行ったこともあり、今後も活動を継続してい
く。
第一種電気工事士の定期講習の講師を務めていることから、講習でも省エネルギー対策について意識を高めてい
く。
さがみはら地球温暖化対策協議会調査・研究部会副部会長を務め、温室効果ガスの排出の抑制等を図る対策の統
括責任者でもある取締役会長が中心となり、全社、地域、同業者に会議等の場で地球温暖化対策についての
啓蒙を行っていく。

措置の内容

太陽光パネルおよび蓄電池の設置

デマンドメーター設置

壁面緑化の面積拡大

壁面緑化の面積拡大
コンポストの設置

令和２年度に太陽光発電設備と蓄電池の導入を行った。
令和４年度は電気工事業務で発生する廃材については、資源化・分別を徹底し自然環境にも配慮した処分を行って
おり、また、新たにコンポストの設置も行い、環境に配慮した取り組みを強化している。
壁面緑化の面積拡大や社用車を順次ハイブリット車両に切り換えるなどの取り組みも引き続き実施している。
新型コロナウイルス感染防止対策の定期的な換気や事務所を分けるなどの措置のため、二酸化炭素排出量は目標
を達成することができなかったが、それでも排出量が増えなかったのは、太陽光システムを導入した効果であると
思われる。
お客様に対しても、より省エネ効果の高いプランを提案するなどしている。

地球温暖化対策計画実施状況報告書（最終報告）の概要（公表用）

株式会社ホンマ電機
代表取締役　本間 健士

相模原市南区上鶴間1-12-1

主たる事業の内容 電機・空調設備工事

令和　２　年度　～　令和　４　年度

基準年度
排出量

計画最終年度
排出量

計画最終年度
排出削減量

計画最終年度
排出削減率

（原単位を設定した場合）計画最終年度の原単位排出量削減率


